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論 文 内 容 要 旨
序論
クワは蚕の給餌用植物 として、19世紀後半から日本各地で栽培 されてきたが、
近年は、蚕糸業の衰退 とともにその栽培面積 も減少 してきている。しか し、クワに
代 わる人工飼料が実用化 されているにも関わ らず、養蚕の面 から見れば、蚕の給餌
用植物 としてのクワの重要性 は今 日でも変わっていない。
クワ炭疽病 は、葉に赤褐色～褐色 あるいは灰 白色の病斑 を引き起 こす葉枯性の病
害 として古 くから知 られていた。本病 は毎年普遍的に発生するにもかかわ らず甚大
を被害 を及ぼすことは稀 なため、さほど重要視 されていなかった。しか し、近年開
発 されたクワ栽培技術 、すなわち、密植栽培 ・機械収穫および多回育養蚕用のロー
リング収穫法等の普及により、本病の発生が目立つようになった。激 しい場合には
株全体の葉が発病 賦 ほとんど収穫 できなくなる例 も見 られている。また近年、養
蚕農家の高齢化および後継 者不足等による桑園管理の不徹底が目に付 くごとから、
本病の発生は今後 さらに増加することが予想 される。しか しなが ら、本病の生理 ・
生態および防除法等に関する報告 は、若干の記載があるだけで不明な点が多 く、効
果的な本病の防除法の確立に結びつ くような詳細 な研究は行われていない。









を分 離 し、 σdema柵m、 αaoσfa佃mお よ びG'omθrθ〃ao1ηgα'afa((λ
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g/oθosρo〃o'dθs)の3種を同 定 した。これ ら3種 は ク ワ葉 に対 し病 原性 を示 し(Flg、
1)、特 に0.dθma加mは 強 い病 原 性 を持 っ て い た。 ま た 、これ ま で本 病 菌 と して
記 載 され て い た σmor〃b〃αmは 、分 生 子 の形 態 か ら、σdema椥mの 異 名 とす る
こ と を提 案 した 。 分 離 し た3種 の 炭 疽 病 菌 σdeπ1af'ロm、αacufafum、G.
o'ηgα1afaは、 ク ワ以 外 の さ ま ざ ま な植 物 葉 に対 して病 原 性 を示 し(Table1)、幅
広 い宿 主 範 囲 を持 っ て い た 。 さ らに 、 こ れ ら3種 の 炭 疽 病 菌 の 中 で 、分 離 頻 度 お
よ び病 原性 か ら αde舶 伽 僧 が本病 の 主 た る病 原 菌 で あ る こ と を明 らか に した。
第2章 σdθma伽mに 対するクワ品種間の感受性の差異
本病の主 たる病原菌である σdema掬mに 対するクワの抵抗性品種および感受
性品種 を明 らかにするために、260品種の各葉に本菌の接種 を行った。
σdθma枷僧 に属する3菌 株に対 して感受性 を示 した品種 は、 「長沙」、 「彦'
次郎」、 「落井」等であった。一方、抵抗性 を示 した品種 は、 「群馬赤木」および
「大和早生」等であることを明 らかに した。クワ品種 の倍数性別 では、2倍性品種
の方 が3倍 性品種 よりも罹病 しやすいこと(Fig.2)、クワの系統別では、カラヤ




に関東地方で6月 下旬～7月 上旬の梅雨期に地際部の葉で初発 し、その後秋期にな
るにつれ、桑樹の中間および上部の着生葉に病斑は垂直的に拡大 ・蔓延 した。また、
本菌による葉位別の感受性 は、上位に着生する若葉ほど強い感受性 を示 した。しか
しながら、圃場での発病 は枝条ごとに異なり、葉位 と発病 との間に一定の傾向は見
られなかった(Fig.3)。野外における発病 は、葉位による感受性の差 よりも、'む
しろ土壌表面 からの距離によって支配されていることを明 らかに した。
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本菌の冬期間の生存形態について検討した。桑園土壌における本菌分生子の生存
は最長で約3ヶ 月と短期間であったのに対 し、罹病葉中では最低5ヵ 月間生存 し
た(Table2)。このことカ・ら、本菌 は感染葉等の罹病残査で主に越冬 し、第一次
伝染源 となることを明 らかに した。
第4章(λdθma〃umの 分生子の発芽 ・形成誘導因子
σdθma椥mの 重要 な伝搬源である分生子について、クワ葉上 での発芽および




また、分生子はPSA等 の培地上ではほとんど形成 されないのに対 し、クワ葉上
およびクワ葉煎汁液を含 む培地上では多量に形成 したことか ら、クワ葉中に分生子
形成誘導因子の存在が考えられた。クワ葉中に含まれる16種 のア ミノ酸および10
種 のビタミンについて、分生子形成誘導能 を調べた結果、biotinにのみ誘導活性が





した。病斑部からアセ トン抽出によって得 られた粗抽出液 を健全 クワ葉に有傷滴下
したところ、壊死斑が形成 された(Fig,6)。この抽出液は、クワ以外の様々な植
物葉にも壊死斑 を形成 したが、本菌の宿主範囲 とは一致 しなかったことから宿主特
異的な毒素でないと判断 した。しか し、各 クワ品種葉に対する活性 は品種によって'
異な り、その差異 は本菌の分生子接種 による感受性 と高い相関 を示 したことか ら
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(Fig.7)、本毒素は本菌の病原性の一因子 として機能 していることが示唆 された。
この粗抽出液ゆら、活性成分の単離 ・精製を行い、低分子で特徴的なUV吸 収スペ
ク トル を持つ4種 の蛍光化合物 を得た(Fig,8)。なお、本毒素 は人工培地上 では




い て検 討 した。
σdθmaf1σmの生 育 お よ び発 病 を抑 制 す る緬 菌RC-2株 を健 全 ク ワ葉 か ら分 離'
㌣た。 本 細 菌 はAPI50CHB同定 キ ッ トに よ りBao'〃α3amγ'o〃qαefao1θηsと同定
した 。本細菌の示す発病抑制能は、菌体そのものにあるのではな く培養上清に含
まれる抗菌成分にあり、本成分はペプ トン含有培地の培養上清で多量に生産 された。
本成分 を σdθma掬mが 感染する前にクワ葉に処理することにより、本病の発生
は顕著に抑制 された(Table3)。さらに、本抗菌成分は、イネいもち病菌等の他
の植物病原糸状菌および植 物病原細菌に対 しても生育 阻害活性 を示 したことか ら
(Table4)、各種植物病原糸状菌 ・細菌に対する生物防除剤 として有望であるこ




通 常桑 園 圃場 で見 られ る本病 の主 た る病原菌 で ある こ とを見 い出 した。 σ















毒素 を生産することを突 き止めた。さらに形成 された病斑部 では、ビオチン等の葉
中の分生子形成誘導因子により分生子 を再び形成 し、二次的な感染源となることを
明 らかに した。
健全 クワ葉 より分離 したaamγ10〃qσθfao'θη8RC-2株は、抗菌成分lturinA誘
導体 を分泌 した。本成分 を、σdθma加mの 感染前にクワ葉に処理 すると発病 が
抑制 されたことから、炭疽病 の防除に有効な生物的防除法であることを見い出 した。
本抗菌成分は、各種植物病原微生物に対 しても生育抑制効果 を示 したことから、ク
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論 文 審 査 結 果 要 旨
近年,ク ワの密植栽培 ・機械収穫等の栽培体系の普及に伴い,病害の発生 も増加 している。 クワ炭疽
病は,近 年増加 してきた病害の一つであ り,葉に褐色～灰 白色の病斑を引き起こす葉枯性の病害で,激
しい場合には株全体の葉が発病 して葉がほとんど収穫できな くなる例 も見られる。 しか しながら,本病
の生理 ・生態および防除法等に関する報告は若干の記載があるだけで,不 明な点が多い。本論文では,
本病の効果的な防除法の確立を目的として,本病の主たる病原菌の同定,発生生態および毒素生産を含
めた感染機構を解明 し,さらに拮抗微生物を用いた生物的防除怯 について検討 した。
クワ炭疽病菌の種名を明らかにするために,罹病クワ葉から数種の炭疽病菌を分離 ・同定 し,分離菌
の病原性を調べ,本病の主たる病原菌がCoZ薦0薦C勧配de那α伽 瓶であることを明らかにした。さらに,
本病原菌に対する感受性および抵抗性品種 を選抜 し,「群馬赤木」 「大和早生」等の抵抗性品種の利用
により,本病の発生を低減できることを指摘 した。








菌の病原性に関与 していることを突き止めた。さらに,これら毒素は,4種 の低分子化合物であ り,毒
素の生合成にはクワ葉の成分が必要であることを明 らかにした。
本病の新たな防除法,す なわち,生物的防除法の開発では,本病の発生を顕著に抑制する細菌RC-2





以上のように,本研究は,ク ワ炭疽病の発生生態,感 染機構 を明らかにし,その有効な耕種的防除法
を見い出す とともに,新たな生物的防除法を開発 した。よって,審査員一同は,本論文は博士(農学)の
学位を授与するに値すると判定 した。
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